
































































































重要な問題であると見なしたのである。（T 1.4.2.1 ; SBN 187）
しかし，ヒュームは他方で，外的対象についての信念は「誤り（error）と欺
かれ（deception）」（T 1.4.2.32 ; SBN 202）・「錯覚（illusion）」（T 1.4.2.25 ;





















ていて，精神に依存している」（T 1.4.2.14 ; SBN 193）という主観的経験概
念，すなわち「経験の本性に関する経験主義的概念」（Bell & McGinn 412）
をヒュームはとっていたために，外的存在の信念は誤りであるという分析に結
局は必然的に至らざるをえない（Bell & McGinn 412, 414）。第二に，しか
し，主観的経験概念自体は，外界に対する懐疑を経てはじめて成立した，いわ
ば懐疑を内包した哲学的見解である（Bell & McGinn 413）。第三に，したが
って，「非懐疑主義的自然主義」を実現するためには，懐疑を内包する主観的
経験概念を捨てて，日常的で常識的な経験概念から出発した外界信念の分析を












































































































































体系（vulgar system）」（T 1.4.2.46 ; SBN 211）・「通常の体系（common sys-
tem）」（T 1.4.2.46 ; SBN 211）と呼び，それに対して，「知覚」と「対象」
とを割ってその間に表象・対応関係があるとする考えを，外的対象についての
「哲学的仮説（philosophical hypothesis）」（T 1.4.2.47 ; SBN 212）・「哲学的
体系（philosophical system）」（T 1.4.2.48 ; SBN 212）あるいは「知覚と対
象との二重存在説（opinion of the double existence of perceptions and ob-
















































すると，姿形が比較的安定しているものはわれわれに対して AAAA や AA□
A や A□AA や A□□A 等の諸系列を与えることになる（□は中断）。こうし
た系列それぞれにおける中断の前後の類似性が恒常性（constancy）と言われ
る。また，姿形が変化するものはわれわれに対して ABCD や AB□D や A□
CD や A□□D 等の系列を与えることになる。これら系列間に見出される規則
性が整合性（coherence）と言われる。見えているものが示す恒常性と整合性
に基づいて想像力によって人間は，見ていたものが見ていない時にも存在し続
けていると信じるようになる（T 1.4.2.18−19 ; SBN 194−195）。
まず，整合性に基づく場合について簡単に言えば，われわれは，ABCD・AB
□D・A□CD・A□□D 等々の諸系列を相互参照することによって，AB□D
の中断の箇所には C を，A□CD の中断の箇所には B を，A□□D の中断の
箇所には BC を推測し補頡して，対象の連続存在を想像するのである。ヒュ
ームによれば，この推測は因果推理とは異なる。ヒュームの因果論によれば，




って，AB□D や A□CD や A□□D を経験しているのにもかかわらず ABCD





向，いわば「想像力の惰性（the inertia of the imagination）」（Price 54）・




C や B や BC が存在していたと仮定すれば，規則性は完全なものとなる。そ
れゆえに知覚していない間も C や B や BC といった仕方で対象が存在し続け


























1.4.2.46−55 ; SBN 211−217）。
「二重存在説」は「理性に対しても想像力に対しても一次的な（それ自身固
有の）自己推薦力をもたず，それの想像力に対する影響力を先の仮説〔通俗的




































とよりも，全く信頼を置かないことにより傾いている。（T 1.4.2.56 ; SBN
217）
日常的信念に対する懐疑理由は，日常的信念が「想像力の軽薄な性質」（T







にわれわれは導かれる」（T 1.4.2.56 ; SBN 217）。哲学的信念に対する懐疑理
由としては，第一に，哲学的信念が，知覚できない一群の「対象」を作り出
す，これまた「想像力の軽薄な性質」に基づいて形成されるということであり
（T 1.4.2.56 ; SBN 218），第二に，それに加えて，「通俗的考えを否定すると































































































































































が，確かである」（T 1.3.8.14 ; SBN 104）。それが可能なのは，「似た対象は



















































































































引用者による補足である。『人間本性論』（A Treatise of Human Nature, first pub-
lished, 1739−40）については，T と略記し，ノートン版の巻・部・節・段落の数字
と，セルビー・ビック版（SBN と略記）のページ数を記す（例：T 1.4.7.10 ; SBN
269）。なおノートン版とは，A Treatise of Human Nature, edited by D. F. Norton
and M. J. Norton, Oxford : Oxford University Press, 2000を指し，セルビー・ビッ
ク版とは，A Treatise of Human Nature, edited by L. A. Selby-Bigge and P. H. Nid-
ditch, Second Edition, Oxford : Oxford University Press, 1978を指す。
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